
集落営農法人・組織の優良事例 

組織名 農事組合法人いわぶち 

所在地 宇和島市津島町岩渕 170 

経営品目・面積 水稲 4ha、大豆 10ha 

構成員戸数 63 人 

所有する機械・

施設等 

トラクター、田植機、コンバイン、汎用コンバイン、乗用管理機、

機械格納庫等 

組織代表者 

氏名・連絡先 
代表理事 岡田 久史（TEL：0895-32-4532） 

設立の経緯 

地区の圃場整備後の昭和 61 年に機械の共同利用と農作業受託

を行う任意組織として岩渕生産組合を結成し、平成 18 年には、

翌年から始まる品目横断的経営安定対策に対応するため特定農

業団体となった。その後、経営の安定化のため平成 23 年 1 月に

法人化した。 

取り組みの 

特徴 

〇米価が下がる中、交付金を含めた大豆生産を経営の柱とし、水

稲２作→大豆１作の３年の輪作体系を確立している。 

〇大豆栽培は、中耕管理機、防除機、大豆コンバイン等の導入に

よる機械化で低コスト栽培を実践している。 

〇生産した大豆は、ＪＡに出荷するほか、集落にある満願寺で祈

祷し、１月末に開催される「津島しらうお祭」で節分豆として販

売するとともに、市内の女性グループが味噌や大豆甘露煮の原材

料として利用している。 

〇オペレーターに対しては大特免許取得への費用補助を行い、担

い手の円滑な定着に努めており、今後は、集落内の個人が栽培す

る水稲の作業受託のほかにも、農地取得や賃借も積極的に進め、

集落の水田維持に積極的に取り組んでいく。 

【参考】 

・愛媛県大豆共励会最優秀賞（H14） 

・愛媛県農林水産賞優秀賞（H14） 

・愛媛県農産園芸功労知事表彰（水田農業部門）（H18） 

取り組みの 

PR 画像等 

 

 

 

 

 

      

 

 

大豆の収穫状況 大豆の生育状況 


